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(57)【要約】
　カメラと内視鏡の接続を容易にするカメラ用ドレープ
を提供する。内視鏡が接続されるカメラを覆うカメラ用
ドレープであって、一方端（１０Ｘ）から他方端（１０
Ｙ）に向かって順に、胴体部（１１）と、胴体部（１１
）より内径が小さく、カメラをとどめて収納する先端部
（１２）と、を備える円筒状のカメラ用ドレープフィル
ム（１０）である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡が接続されるカメラを覆うカメラ用ドレープであって、
　一方端から他方端に向かって順に、
　胴体部と、
　前記胴体部より内径が小さく、前記カメラをとどめて収納する先端部と、を備える円筒
状のカメラ用ドレープフィルムであることを特徴とするカメラ用ドレープ。
【請求項２】
　前記カメラ用ドレープフィルムは前記胴体部と前記先端部の間に、前記一方端から前記
他方端に向かって内径が小さくなるガイド部をさらに備えることを特徴とする請求項１に
記載のカメラ用ドレープ。
【請求項３】
　前記カメラは、カメラ本体と、カメラコードと、前記カメラ本体と前記カメラコードを
連結させるコネクト部を備え、
　前記先端部及び前記ガイド部によって形成される角度が、前記カメラ本体と前記コネク
ト部によって形成される角度と略一致することを特徴とする請求項２に記載のカメラ用ド
レープ。
【請求項４】
　前記カメラ用ドレープフィルムはＪＩＳ　Ｋ７１２９：２００８に準拠し、４０℃９０
％ＲＨにおいて感湿センサ法により求められた水蒸気透過度が１０００ｇ／（ｍ２・２４
ｈ）以上であることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載のカメラ用ドレープ。
【請求項５】
　内視鏡とカメラを接続させる接続部材をさらに有することを特徴とする、請求項１から
４のいずれかに記載のカメラ用ドレープ。
【請求項６】
　前記カメラ用ドレープフィルムを収納する収納容器をさらに有することを特徴とする請
求項１から５のいずれかに記載のカメラ用ドレープ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡が接続されるカメラを覆うカメラ用ドレープに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、身体の負担を軽減した低侵襲医療として、カメラに内視鏡が接続された内視鏡装
置を用いた内視鏡手術が行われている。内視鏡手術においては、手術中に体液や薬液が付
着することがあり、また内視鏡が体内に挿入するため、清潔な状態で使用する必要がある
。そのため、本手術前には、感染予防のために内視鏡とカメラを滅菌処理する必要があり
、コストや手間がかかるだけでなく、滅菌によるカメラの劣化等が問題となっている。そ
こで、カメラ表面における清潔性を確保する必要があり、例えば特許文献１及び２には、
円筒状のカメラ用ドレープフィルムが円筒状の収納容器に折りたたまれて収納されたカメ
ラ用ドレープを用いて、カメラをカメラ用ドレープフィルムで覆うことが記載されている
。
【０００３】
　特許文献１及び２のカメラ用ドレープは、カメラ用ドレープフィルムの先端部にカメラ
と内視鏡を接続するための接続部が形成されており、またカメラ用ドレープフィルムの後
端部が収納容器の内部で固定されている。そして、特許文献１及び２のカメラ用ドレープ
の使用方法は例えば、カメラ用ドレープフィルムの先端部の接続部に内視鏡の接続部を合
わせ、その状態を維持したままカメラ用ドレープフィルムの内部において、内視鏡の接続
部にカメラの接続部を合わせて、カメラ用ドレープフィルムを介して接続し、その後、収
納容器を引っ張って収納容器からカメラ用ドレープフィルムを引き出し、カメラ全体を覆
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うというものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第６１２３０８０号
【特許文献２】特開平７－２０４２１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、手術室においては、感染防止のため清潔箇所と非清潔箇所が厳重に管理されて
おり、清潔な手袋で非清潔なものに触れた場合、清潔なものに触れることはできず、清潔
な手袋を交換しなければならない。カメラが清潔なものであれば、カメラ用ドレープ（当
然、清潔なものである）で覆うことは、清潔手袋の交換が必要なく、一人で可能である。
しかしながら、カメラは通常、滅菌処理が行われると不具合や劣化の要因となることから
、滅菌処理が行われておらず非清潔箇所にあたる。このため、カメラ用ドレープで覆うと
すると、少なくとも、非清潔なカメラを持つ者、清潔な内視鏡及びカメラ用ドレープを持
つ者の共同で行わざるをえない。そして、これらの者の共同によるカメラ用ドレープフィ
ルム内部での内視鏡とカメラの位置合わせは思いのほか困難である。内視鏡手術という特
殊事情のもと一刻を争う場合もあり、これは重要な課題である。
【０００６】
　そこで本発明は、カメラと内視鏡の接続を容易にするカメラ用ドレープの提供を目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る内視鏡が接続されるカメラを覆うカメラ用ドレープは、一方端から他方端
に向かって順に、胴体部と、前記胴体部より内径が小さく、前記カメラをとどめて収納す
る先端部とを備える円筒状のカメラ用ドレープフィルムである。
【０００８】
　この構成によれば、胴体部より内径が小さく、カメラをとどめて収納する先端部を備え
るため、カメラを挿入した場合、カメラとカメラ用ドレープフィルムの先端部の位置合わ
せが容易となる。また位置を合わせた状態を安定的に維持することができるため、内視鏡
との接続を容易にすることができる。
【０００９】
　また、本発明においては、カメラ用ドレープフィルムが前記胴体部と前記先端部の間に
、前記一方端から前記他方端に向かって内径が小さくなるガイド部をさらに備えることが
できる。この構成によれば、一方端から他方端に向かって内径が小さくなるガイド部を備
えるため、カメラをカメラ用ドレープフィルムの先端部に容易に導くことができる。
【００１０】
　また、本発明においては、前記カメラは、カメラ本体とカメラコードと前記カメラ本体
と前記カメラコードを連結させるコネクト部を備え、前記先端部及び前記ガイド部によっ
て形成される角度が、前記カメラ本体と前記コネクト部によって形成される角度と、略一
致するように構成することができる。
【００１１】
　この構成によれば、カメラ本体とカメラコードからなるカメラについて、先端部におけ
る納まりがよくなり、カメラとカメラ用ドレープの位置を合わせた状態を容易に維持する
ことができる。
【００１２】
　また、本発明は、カメラ用ドレープフィルムがＪＩＳ　Ｋ７１２９：２００８に準拠し
、４０℃９０％ＲＨにおいて感湿センサ法により求められた水蒸気透過度が１０００ｇ／
（ｍ２・２４ｈ）以上であるように構成することができる。この構成によれば、カメラ用
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ドレープフィルムの使用時において、収納したカメラの発熱によるカメラ用ドレープフィ
ルム内部の曇りを防止することができる。
【００１３】
　また本発明は、内視鏡とカメラを接続させる接続部材をさらに有してもよい。
【００１４】
　さらに、本発明は、カメラ用ドレープフィルムを収納する収納容器をさらに有してもよ
い。この構成によれば、カメラ用ドレープフィルム自体の不要な汚染を防止することがで
きる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のカメラ用ドレープによれば、カメラとカメラ用ドレープフィルムの位置合わせ
が容易となり、また位置を合わせた状態を安定的に維持することができるため、カメラと
内視鏡の接続を容易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係るカメラ用ドレープの平面図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るカメラ用ドレープの拡大平面図である。
【図３】本発明の他の実施形態に係るカメラ用ドレープの拡大平面図である。
【図４】本発明の他の実施形態に係るカメラ用ドレープの拡大平面図である。
【図５】本発明の他の実施形態に係るカメラ用ドレープの拡大平面図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係るカメラ用ドレープの拡大平面図である。
【図７】本発明の他の実施形態に係るカメラ用ドレープの拡大平面図である。
【図８】本発明の他の実施形態に係るカメラ用ドレープの拡大平面図である。
【図９】本発明の他の実施形態に係るカメラ用ドレープの拡大平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態に係るカメラ用ドレープについて、図面を参照しながら説明
する。本発明のカメラ用ドレープはカメラ用ドレープフィルム１０である。図１はカメラ
用ドレープフィルム１０の平面図であり、図２はその拡大平面図である。図１及び２に示
すように、カメラ用ドレープフィルム１０は、内視鏡が接続されるカメラを覆うものであ
って、円筒状に形成されおり、一方端１０Ｘから他方端１０Ｙに向かって順に、胴体部１
１と、胴体部１１より内径が小さく、カメラをとどめて収納する先端部１２と、を備える
。さらに、胴体部１１と先端部１２の間にガイド部１３とを備える。カメラ用ドレープフ
ィルムの一方端１０Ｘは開口しており、他方端１０Ｙはカメラと内視鏡を接続させる接続
部１０ａが形成されて開口しており、その他の部分が閉じられている。そして、接続部１
０ａには、接続部材が取り付けられる場合がある。
【００１８】
　胴体部１１は、図１及び２に示すように、平面視において例えば長方形に形成されてお
り、一方端１０Ｘ側から他方端１０Ｙ側へ長さは例えば２０００から５０００ｍｍに設定
される。胴体部１１の折径は、使用するカメラの形状に合わせて設定されるが、５０から
３５０ｍｍが好ましい。折径とは、カメラ用ドレープフィルム１０をそのまま平面にひろ
げた際の平面視における上端から下端までの幅をいい、この折径を２倍して円周率で割る
ことにより内径が求められる。したがって、内径が小さくなると折径も小さくなる。
【００１９】
　先端部１２は、図１及び２に示すように、胴体部１１より内径が小さく、カメラをとど
めて収納するように構成される。また、平面視において例えば長方形に形成されており、
一方端１０Ｘ側から他方端１０Ｙ側への長さは使用するカメラの長さに合わせて例えば、
１００から１５０ｍｍに設定されるが、使用するカメラの長さと略一致することが好まし
い。また折径も使用するカメラの大きさに合わせて例えば、３０から２００ｍｍに設定さ
れるが、使用するカメラの大きさと略一致することが好ましい。
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【００２０】
　ガイド部１３は、図１及び２に示すように、一方端１０Ｘ側から他方端１０Ｙ側に向か
って、内径が小さくなるように構成され、ガイド部１３の縁部１３ａ、１３ｂは例えば直
線状に形成される。ガイド部１３の一方端１０Ｘ側から他方端１０Ｙへの長さは例えば、
５０から１５０ｍｍに設定される。ガイド部１３の構成により、カメラ用ドレープフィル
ム１０の内部において、カメラを先端部１２に容易に導くことができる。また、図1及び
２に示すカメラ用ドレープフィルム１０の平面視において、先端部１２の縁部１２ａ、１
２ｂによって形成される直線と、ガイド部１３の縁部１３ａ、１３ｂによって形成される
直線のなす角度は例えば、９０度より大きく１５０度より小さく設定されることが好まし
い。また、カメラが、カメラ本体２１と、カメラ本体２１とカメラコード２３を連結させ
るコネクト部２２から構成される場合、カメラ本体２１とコネクト部２２が一定の角度を
もって連結されている場合がある。この場合、図１に示すように、先端部１２の縁部１２
ａ、１２ｂによって形成される直線と、ガイド部１３の縁部１３ａ、１３ｂによって形成
される直線のなす角度は、カメラ本体２１とコネクト部２２によって形成される角度と略
一致するように構成することが好ましく、具体的にはカメラ本体２１とコネクト部２２に
よって形成される角度の±５度以内の範囲であることが好ましい。
【００２１】
　接続部１０ａは、カメラと内視鏡を接続させるように構成される。接続部１０ａは、図
１及び２に示すように、先端部１２における他方端１０Ｙ側の中央付近で平面視において
例えば半円形に単に開口されたものであってもよく、カメラと内視鏡の接続を容易にする
ために、例えば接続部材が取り付けられていてもよい。
【００２２】
　カメラ用ドレープフィルム１０は、長手方向に蛇腹状に折りたたみ、一方端１０Ｘから
他方端１０Ｙへの長さをコンパクトにすることができる。また、一方端１０Ｘ側から他方
端１０Ｙ側への方向に沿って、一定間隔で折り返してコンパクトにすることもできる。こ
の間隔は例えば、１０から５０ｍｍに設定される。また、手繰り寄せてコンパクトにする
こともできる。
【００２３】
　カメラ用ドレープフィルム１０は例えば、ポリウレタン系樹脂、ポリエチレン系樹脂、
ポリアミド系樹脂等の公知の高分子樹脂によって形成される。使用時において、収納した
カメラの発熱によりカメラ用ドレープフィルム１０の内部が曇る場合があるため、この場
合には、ＪＩＳ　Ｋ７１２９：２００８に準拠し、４０℃９０％ＲＨにおいて感湿センサ
法により求められた水蒸気透過度が１０００ｇ／（ｍ２・２４ｈ）以上である高分子樹脂
が好ましい。また、使用時において、カメラとフィットさせ、カメラにおける操作ボタン
の操作性を向上させる観点では、ポリウレタン系樹脂が好ましい。
【００２４】
　カメラ用ドレープフィルム１０の厚みは例えば２０から１００μｍに設定される。
【００２５】
　次に、本発明の一実施形態に係るカメラ用ドレープフィルムの製造方法について説明す
る。
上述の高分子樹脂を用いて、インフレーション方式やＴダイ方式によりフィルム化する。
インフレーション方式の場合には円筒状のフィルムを得ることができるが、Ｔダイ方式の
場合には二枚のフィルムを重ね合わせ二つの端部を公知の方法でシールすることにより円
筒状のフィルムを得ることもできる。
【００２６】
　そして、円筒状のフィルムの一方端１０Ｘはそのままにしておき、他方端１０Ｙ側が上
述のガイド部１３、先端部１２の形状となるように、公知の方法でヒートシールすること
で、胴体部１１、ガイド部１３、先端部１２を備えるカメラ用ドレープフィルム１０を得
ることができる。
【００２７】
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　さらに、カメラ用ドレープフィルムを収納容器に収納して、カメラ用ドレープを提供す
ることができる。
【００２８】
　次に、本発明の一実施形態に係るカメラ用ドレープフィルム１０の使用方法について説
明する。まず、収納容器にカメラ用ドレープフィルム１０が一定間隔で折りたたまれて収
納されたカメラ用ドレープを準備する。
【００２９】
　そして、収納容器の開口からカメラを挿入し、カメラ用ドレープフィルム１０のガイド
部１３に従って、カメラを導入する。続いて、カメラは先端部１２まで導かれていき、先
端部１２でとどめられて収納され位置が合わせられる。この作業はカメラを手に持って行
うこともできるが、カメラ用ドレープフィルムの先端部１２を下方に向けた状態で、これ
にカメラを落とし込んだ場合であっても、半ば自動的に先端部１２でとどめられて収納さ
れ位置を合わせることができる。カメラ用ドレープフィルムがウレタン系樹脂のような腰
のない高分子樹脂のとき、円筒形状を保持することができず、収納容器に収納されていた
としても、下方に向けた状態以外では先端部１２付近でカメラを挿入しにくく、位置合わ
せが困難な場合がある。このような場合であっても、本発明のカメラ用ドレープであれば
、カメラの落とし込みによってカメラの位置合わせを行うことができるため、本発明のカ
メラ用ドレープは特に有用なものといえる。
【００３０】
　最後に、先端部１２でカメラを安定的に維持して、内視鏡を接続し、収納容器からカメ
ラ用ドレープフィルム１０を引き出して、カメラ全体をカメラ用ドレープフィルム１０で
覆う。
【００３１】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明の具体的な態様は上記実施形態
に限定されるものではない。例えば、図１及び２で示す上記実施形態においては、カメラ
用ドレープフィルム１０はガイド部１３を備えているが、先端部１２においてカメラの位
置合わせを容易にし、安定的に維持する目的においては、これを省略するように構成する
こともできる。
【００３２】
　また、図１及び２で示す上記実施形態では、先端部１２を平面視において長方形に形成
させたが、これに限定されるものではなく、例えば図３に示すように、平面視において一
方端１０Ｘから他方端１０Ｙに向かって、内径が大きくなる台形に形成させることができ
る。さらに、図４に示すようにその逆の、平面視において一方端１０Ｘから他方端１０Ｙ
に向かって、内径が小さくなる台形に形成させることもできる。
【００３３】
　また、図１及び２で示す上記実施形態において、例えば図５に示すように、先端部１２
の角部１２ｃ、１２ｄを直線で切り取った構成にすることができる。さらに、図６に示す
ように、先端部１２の角部１２ｃ、１２ｄに、平面視において三角形の耳部１２ｅ、１２
ｆを形成させることもできる。
【００３４】
　また、図１及び２で示す上記実施形態では、ガイド部１３の縁部１３ａ、１３ｂを直線
状に形成させたが、これに限定されるものではなく、例えば図７に示すように、ガイド部
１３の縁部１３ａ、１３ｂがカメラ用ドレープフィルム１０の内側に向かって凸となるよ
うな曲線状に形成させることができる。さらに、図８に示すようにその逆の、ガイド部１
３の縁部１３ａ、１３ｂがカメラ用ドレープフィルム１０の外側に向かって凸となるよう
な曲線状に形成させることもできる。
【００３５】
　また、上記実施形態では、接続部１０ａを、先端部１２の他方端１０Ｙ側で平面視にお
いて半円形に開口して形成させたが、これに限定されるものではなく、例えば図９に示す
ように、平面視において方形に開口して形成させることができる。
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【符号の説明】
【００３６】
１０　　　　　　カメラ用ドレープフィルム
１０ａ　　　　　接続部
１０Ｘ　　　　　一方端
１０Ｙ　　　　　他方端
１１　　　　　　胴体部
１２　　　　　　先端部
１２ａ、１２ｂ　先端部の縁部
１２ｃ、１２ｄ　先端部の角部
１２ｅ、１２ｆ　先端部の耳部
１３　　　　　　ガイド部
１３ａ、１３ｂ　ガイド部の縁部
２１　　　　　　カメラ本体
２２　　　　　　コネクト部
２３　　　　　　カメラコード

 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】
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